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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第97期

中間連結会計期間
第98期

中間連結会計期間
第97期

会計期間
自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

自 2023年４月１日
至 2024年３月31日

売上高 (百万円) 132,120 137,147 262,671

経常利益 (百万円) 2,678 2,520 4,167

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(百万円) 2,585 1,596 3,244

中間包括利益又は包括利益 (百万円) 6,049 4,324 6,560

純資産額 (百万円) 72,766 74,763 72,062

総資産額 (百万円) 144,983 160,274 138,679

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 63.82 39.55 80.10

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) 62.86 38.96 78.90

自己資本比率 (％) 49.58 46.10 51.38

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △5,887 △8,886 2,800

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △858 △1,912 △3,643

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 6,591 12,587 2,222

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 4,747 8,736 6,290
 

(注) 当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重要な変更はあ

りません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

 当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
　(1) 財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間におけるわが国及び世界経済は、一部に足踏みが残るものの、緩やかに回復いたしました。

 

このような経済環境の下、主要需要先である国内の自動車関連市場では、認証不正やリコール問題により停滞し

ていた一部自動車メーカーの生産活動が段階的に再開されていることもあり、内需主導の成長軌道へと改善してお

ります。

この結果、当社グループの連結売上高につきましては、アルミニウム二次合金地金890億２千５百万円（前中間

連結会計期間比1.7％増）、商品・原料他481億２千１百万円（前中間連結会計期間比8.0％増）で、これらを併せ

た売上高総額は1,371億４千７百万円（前中間連結会計期間比3.8％増）となりました。

また、収益面におきましては、前中間連結会計期間と比べて、高止まりしているスクラップ価格の影響により、

原料価格と製品販売価格の価格差（スプレッド）が縮小したこと等から、営業利益26億４千万円（前中間連結会計

期間比3.8％減）、経常利益25億２千万円（前中間連結会計期間比5.9％減）となり、親会社株主に帰属する中間純

利益は15億９千６百万円（前中間連結会計期間比38.2％減）を計上することとなりました。

　事業別セグメントの状況は、次のとおりであります。

　アルミニウム二次合金事業は、前中間連結会計期間と比べて製品販売価格が上昇しました。収益面については、

原料価格と製品販売価格の価格差（スプレッド）が縮小したことにより、売上高は1,354億９千万円（前中間連結

会計期間比3.7％増）、営業利益は24億７千７百万円（前中間連結会計期間比10.5％減）となりました。

　その他の事業セグメントは、ダイカスト製品事業は緩やかな状況で推移したことにより、売上高は24億４千４百

万円（前中間連結会計期間比20.5％増）、営業利益は１億６千万円（前中間連結会計期間は４千２百万円の損失）

となりました。
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（流動資産について）

当中間連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ196億３百万円増加し1,251億２千２百

万円となりました。これは主に現金及び預金が24億５千６百万円、受取手形及び売掛金が80億７千万円、商品及び製

品が26億４千３百万円、原材料及び貯蔵品が78億７千７百万円それぞれ増加したことによるものであります。

（固定資産について）

当中間連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ19億９千１百万円増加し351億５千２

百万円となりました。これは主に有形固定資産が13億１千２百万円、投資その他の資産のその他が７億６千４百万円

それぞれ増加したことと、投資有価証券が１億５千９百万円減少したことによるものであります。

（流動負債について）

当中間連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ172億２千６百万円増加し741億７百万

円となりました。これは主に支払手形及び買掛金が15億１千９百万円、短期借入金が145億４千１百万円、その他が

６億９千８百万円それぞれ増加したことによるものであります。

（固定負債について）

当中間連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ16億６千７百万円増加し114億３百万

円となりました。これは主に長期借入金が16億６千８百万円増加したことによるものであります。

（純資産について）

当中間連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ27億円増加し747億６千３百万円となりました。

これは主に利益剰余金が10億４千１百万円、為替換算調整勘定が30億３千４百万円それぞれ増加したことと、自己株

式の取得が10億４千９百万円、その他有価証券評価差額金が２億９千６百万円それぞれ減少したことによるものであ

ります。

 

　(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ24億４

千５百万円増加し、87億３千６百万円となりました。

　　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における営業活動による資金は、税金等調整前中間純利益の獲得に加えて減価償却費、未

収入金が減少したことによる資金の増加と、売上債権と棚卸資産が増加したことによる資金の減少により88億８

千６百万円の減少（前中間連結会計期間は58億８千７百万円の減少）となりました。

　　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における投資活動による資金は、主に有形固定資産と投資有価証券の取得による支出によ

り19億１千２百万円の減少（前中間連結会計期間は８億５千８百万円の減少）となりました。

　　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における財務活動による資金は、主に短期借入金の純増減額の増加により125億８千７百

万円の増加（前中間連結会計期間は65億９千１百万円の増加）となりました。

 

　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当中間連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

 

　(4) 研究開発活動

当中間連結会計期間の研究開発費の総額は６千２百万円であります。

なお、当中間連結会計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 160,000,000

計 160,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間

末現在発行数(株)
(2024年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 43,629,235 43,629,235
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は
100株であります。

計 43,629,235 43,629,235 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　

　　　　該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

 

　　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

　　　　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社大紀アルミニウム工業所(E01318)

半期報告書

 5/21



(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2024年９月30日 ― 43,629,235 ― 6,346 ― 2,400
 

 

(5) 【大株主の状況】

2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己株式を除
く。)の総数に対する所有

株式数の割合(％)

有限会社山本エステート
大阪府豊中市新千里東町１丁目１番２
号

3,480 8.79

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社

東京都港区赤坂１丁目８番１号 3,231 8.16

株式会社日本カストディ銀行 東京都中央区晴海１丁目８番１２号 2,377 6.00

山　本　隆　章 大阪府豊中市 2,221 5.61

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２番１号 1,904 4.81

大紀アルミ得意先持株会 大阪市北区中之島３丁目６番３２号 1,140 2.88

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 1,100 2.78

みずほ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目３番３号 1,003 2.53

安　宅　千　浩 大阪府豊中市 944 2.38

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 744 1.88

計 ― 18,147 45.85
 

(注) １　上記のほか、当社所有の自己株式4,056千株保有しております。

２　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

 
     株式会社日本カストディ銀行　　　　　　　 　　           2,172千株

　　　　　 　日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　　　      1,354千株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2024年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 4,056,700
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式39,514,300
 

395,143 同上

単元未満株式 普通株式 58,235
 

― 同上

発行済株式総数 43,629,235 ― ―

総株主の議決権 ― 395,143 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が２千株(議決権20個)含まれて

おります。　

 

② 【自己株式等】

  2024年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
大紀アルミニウム工業所

大阪市北区中之島３丁目
６番３２号

4,056,700 ― 4,056,700 9.30

計 ― 4,056,700 ― 4,056,700 9.30
 

 

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(1976年大蔵省令第28号。以

下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2024年４月１日から2024年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,379 8,836

  受取手形及び売掛金 ※１  52,861 ※１  60,931

  商品及び製品 18,639 21,283

  仕掛品 183 186

  原材料及び貯蔵品 21,227 29,104

  その他 6,231 4,793

  貸倒引当金 △3 △14

  流動資産合計 105,519 125,122

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 20,434 21,293

    減価償却累計額 △10,389 △10,765

    建物及び構築物（純額） 10,045 10,528

   機械装置及び運搬具 36,248 38,381

    減価償却累計額 △26,902 △28,343

    機械装置及び運搬具（純額） 9,345 10,037

   工具、器具及び備品 2,196 2,308

    減価償却累計額 △1,680 △1,786

    工具、器具及び備品（純額） 515 521

   土地 4,072 4,115

   リース資産 2,067 2,249

    減価償却累計額 △407 △472

    リース資産（純額） 1,660 1,776

   建設仮勘定 375 347

   有形固定資産合計 26,014 27,326

  無形固定資産 151 156

  投資その他の資産   

   投資有価証券 5,070 4,910

   長期貸付金 1 1

   退職給付に係る資産 1,028 1,031

   繰延税金資産 362 449

   その他 841 1,606

   貸倒引当金 △310 △331

   投資その他の資産合計 6,994 7,668

  固定資産合計 33,160 35,152

 資産合計 138,679 160,274
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※１  10,256 11,775

  短期借入金 41,684 56,225

  未払金 1,851 1,880

  未払法人税等 586 609

  未払消費税等 89 269

  未払費用 1,359 1,488

  賞与引当金 283 388

  その他 769 1,468

  流動負債合計 56,881 74,107

 固定負債   

  長期借入金 6,435 8,104

  役員退職慰労引当金 10 11

  退職給付に係る負債 367 406

  リース債務 132 132

  資産除去債務 298 300

  繰延税金負債 2,342 2,302

  その他 148 146

  固定負債合計 9,735 11,403

 負債合計 66,616 85,510

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 6,346 6,346

  資本剰余金 8,863 8,863

  利益剰余金 49,179 50,220

  自己株式 △1,337 △2,387

  株主資本合計 63,052 63,044

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,917 1,621

  繰延ヘッジ損益 △24 △67

  為替換算調整勘定 5,889 8,923

  退職給付に係る調整累計額 412 358

  その他の包括利益累計額合計 8,194 10,836

 新株予約権 142 142

 非支配株主持分 672 739

 純資産合計 72,062 74,763

負債純資産合計 138,679 160,274
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

売上高 132,120 137,147

売上原価 124,986 130,236

売上総利益 7,133 6,910

販売費及び一般管理費   

 運搬費 1,958 1,707

 貸倒引当金繰入額 0 4

 役員退職慰労引当金繰入額 0 0

 賞与引当金繰入額 70 98

 その他 2,357 2,458

 販売費及び一般管理費合計 4,387 4,270

営業利益 2,745 2,640

営業外収益   

 受取利息 46 44

 受取配当金 81 64

 為替差益 242 257

 技術指導料 2 3

 鉄屑売却益 63 69

 その他 133 231

 営業外収益合計 570 670

営業外費用   

 支払利息 600 695

 持分法による投資損失 － 52

 その他 37 42

 営業外費用合計 637 790

経常利益 2,678 2,520

特別利益   

 固定資産売却益 3 7

 投資有価証券売却益 1,261 －

 受取補償金 66 －

 特別利益合計 1,331 7

特別損失   

 固定資産除売却損 63 58

 特別損失合計 63 58

税金等調整前中間純利益 3,945 2,469

法人税、住民税及び事業税 1,180 855

法人税等調整額 212 17

法人税等合計 1,392 873

中間純利益 2,553 1,596

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △31 △0

親会社株主に帰属する中間純利益 2,585 1,596
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

中間純利益 2,553 1,596

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 6 △296

 繰延ヘッジ損益 △55 △42

 為替換算調整勘定 3,565 3,079

 退職給付に係る調整額 △19 △54

 持分法適用会社に対する持分相当額 － 41

 その他の包括利益合計 3,495 2,728

中間包括利益 6,049 4,324

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 6,011 4,238

 非支配株主に係る中間包括利益 37 85
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 3,945 2,469

 減価償却費 1,767 1,915

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 14

 賞与引当金の増減額（△は減少） 15 100

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 13 23

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △26 △81

 受取利息及び受取配当金 △128 △109

 支払利息 600 695

 為替差損益（△は益） △32 3

 投資有価証券売却損益（△は益） △1,261 －

 持分法による投資損益（△は益） － 52

 固定資産除売却損益（△は益） 60 51

 売上債権の増減額（△は増加） △1,547 △5,994

 棚卸資産の増減額（△は増加） △1,864 △8,350

 前渡金の増減額（△は増加） 53 △144

 未収入金の増減額（△は増加） △2,328 1,038

 仕入債務の増減額（△は減少） △2,826 282

 受取補償金 △66 －

 未払消費税等の増減額（△は減少） △554 176

 その他 386 △227

 小計 △3,792 △8,084

 利息及び配当金の受取額 128 109

 利息の支払額 △610 △696

 法人税等の支払額 △1,679 △215

 補償金の受取額 66 －

 営業活動によるキャッシュ・フロー △5,887 △8,886

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形及び無形固定資産の売却による収入 5 10

 有形固定資産の取得による支出 △2,367 △1,584

 投資有価証券の取得による支出 △182 △320

 投資有価証券の売却による収入 1,631 －

 その他 55 △19

 投資活動によるキャッシュ・フロー △858 △1,912

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 7,901 12,588

 長期借入れによる収入 2,200 3,800

 長期借入金の返済による支出 △1,818 △1,887

 自己株式の純増減額（△は増加） － △1,049

 配当金の支払額 △1,620 △810

 非支配株主への配当金の支払額 △32 △18

 その他 △38 △34

 財務活動によるキャッシュ・フロー 6,591 12,587

現金及び現金同等物に係る換算差額 32 416

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △121 2,205

現金及び現金同等物の期首残高 4,869 6,290

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 240

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１  4,747 ※１  8,736
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日 至 2024年９月30日)

　　 連結の範囲の重要な変更

当中間連結会計期間より、重要性が増したダイキアルミニウム ベトナムを連結の範囲に含めております。
 

 
(会計方針の変更)

該当事項はありません。

 

(中間連結貸借対照表関係)

※１　中間連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、連

結子会社の中間連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の中間連結会計期間末日満期手形が、中間連

結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

受取手形 808百万円 1百万円

支払手形 201百万円 －百万円
 

 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 

 
前中間連結会計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

現金及び預金 4,838百万円 8,836百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金及び定期積金

△90百万円 △100百万円

現金及び現金同等物 4,747百万円 8,736百万円
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(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月23日
定時株主総会

普通株式 1,620 40.00 2023年３月31日 2023年６月26日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年11月10日
取締役会

普通株式 1,215 30.00 2023年９月30日 2023年12月５日 利益剰余金
 

 

当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月21日
定時株主総会

普通株式 810 20.00 2024年３月31日 2024年６月24日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月14日
取締役会

普通株式 989 25.00 2024年９月30日 2024年12月５日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

アルミニウム
二次合金

売上高      

  外部顧客への売上高 130,123 1,996 132,120 － 132,120

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

549 31 581 △581 －

計 130,672 2,028 132,701 △581 132,120

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

2,769 △42 2,727 18 2,745
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ダイカスト製品事業及びアルミニ

ウム溶解炉事業を含んでおります。

２　セグメント利益又はセグメント損失の調整額18百万円には、セグメント間の取引消去金額18百万円が含まれ

ております。

３　セグメント利益又はセグメント損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

アルミニウム
二次合金

売上高      

  外部顧客への売上高 134,734 2,413 137,147 － 137,147

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

756 30 787 △787 －

計 135,490 2,444 137,934 △787 137,147

セグメント利益 2,477 160 2,638 2 2,640
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ダイカスト製品事業及びアルミニ

ウム溶解炉事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額２百万円には、セグメント間の取引消去金額２百万円が含まれております。

３　セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前中間連結会計期間(自　2023年４月１日 至　2023年９月30日)

   （単位：百万円）

 
 報告セグメント その他

(注)
合計

アルミニウム二次合金

日本 64,782 934 65,716

アジア(日本除く) 64,744 1,062 65,806

欧州 25 ― 25

その他 572 ― 572

顧客との契約から生じる収益 130,123 1,996 132,120

外部顧客への売上高 130,123 1,996 132,120
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ダイカスト製品事業及びアルミニウ

ム溶解炉事業を含んでおります。

 
当中間連結会計期間(自　2024年４月１日 至　2024年９月30日)

   （単位：百万円）

 
 報告セグメント その他

(注)
合計

アルミニウム二次合金

日本 68,374 1,285 69,659

アジア(日本除く) 65,364 1,128 66,492

欧州 7 ― 7

その他 987 ― 987

顧客との契約から生じる収益 134,734 2,413 137,147

外部顧客への売上高 134,734 2,413 137,147
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ダイカスト製品事業及びアルミニウ

ム溶解炉事業を含んでおります。

 
(金融商品関係)

金融商品の中間連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありませ

ん。

　

(有価証券関係)

有価証券の中間連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありませ

ん。

　

(デリバティブ取引関係)

　デリバティブ取引の中間連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありませ

ん。
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下の

とおりであります。

 

項目
前中間連結会計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

(1) １株当たり中間純利益 63円82銭 39円55銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する中間純利益(百万円) 2,585 1,596

   普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   中間純利益(百万円)

2,585 1,596

    普通株式の期中平均株式数(株) 40,511,684 40,377,466

(2) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益 62円86銭 38円96銭

    (算定上の基礎)   

  親会社株主に帰属する中間純利益調整額(百万円) － －

    普通株式増加数(株) 615,563 615,496

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連
結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

　

第98期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）中間配当について、2024年11月14日開催の取締役会において、

2024年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額     　                      　 989百万円

②　１株当たりの金額      　                     25円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 　 2024年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

 

 
2024年11月12日

 

株式会社大紀アルミニウム工業所

取　締　役　会　御　中
 

 

有限責任監査法人　ト ー マ ツ

 大　阪　事　務　所  
 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 池　畑　憲　二　郎  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山　西　基　嗣  

 

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大紀ア

ルミニウム工業所の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年４月１日から

2024年９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括

利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、株式会社大紀アルミニウム工業所及び連結子会社の2024年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

EDINET提出書類

株式会社大紀アルミニウム工業所(E01318)

半期報告書

20/21



 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レ

ビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中

間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

ていないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

 

(注)　１　上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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